
『史学雑誌』第 124 編 第 10 号 「新刊紹介」128-129 頁           2015 年 10 月 20 日発行 

 

公益財団法人史学会 編集・発行 

©Shigakukai, Tokyo, 2015. 

冨
樫
 
剛
編
 

『
名
誉
革
命
と
イ
ギ
リ
ス
文
学
 

�
�
新
し
い
言
説
空
間
の
誕
生

�
�
』

 

 

春
風
社
 
 
 
二
〇
一
四
・
八
刊
 

四
六
 
四
〇
〇
頁
 
三
〇
〇
〇
円
  

 
武
田
将
明
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
二
〇
一
二
年
五
月
に
開
催

さ
れ
た
日
本
英
文
学
会
大
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
革
命
か
ら
政
党
へ
」
を

契
機
に
編
ま
れ
た
。
大
会
準
備
委
員
の
武
田
と
西
山
徹
、
講
師
を
務
め
た
曽

村
充
利
・
坂
下
史
・
冨
樫
剛
・
中
島
渉
、
そ
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
に
協
力

を
依
頼
さ
れ
た
佐
々
木
和
貴
が
執
筆
陣
に
加
わ
り
、
初
期
近
代
の
イ
ギ
リ
ス

文
学
あ
る
い
は
歴
史
学
を
専
門
と
す
る
「
不
滅
の
七
人
」 （
一
六
八
八
年
六
月
三

〇
日
に
オ
レ
ン
ジ
公
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
宛
て
て
招
請
状
を
発
し
た
七
名
）
な
ら
ぬ
七
人
の

研
究
者
が
一
人
一
章
（
序
章
を
除
く
）
を
書
き
下
ろ
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の

が
、
本
書
で
あ
る
。
 

 
序
章
「
石
炭
あ
ん
か
事
件
」
（
冨
樫
）
で
は
、
国
王
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
の
子

（
の
ち
の
老
僭
称
者
）
の
生
誕
を
め
ぐ
る
「
た
ん
な
る
嘘
」
が
同
時
代
的
に
有
し

た
影
響
力
の
大
き
さ
を
例
に
、
名
誉
革
命
前
後
に
機
能
し
た
「
言
説
空
間
」

の
特
徴
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
嘘
か
ら
出
た
ま
こ
と
で
は
な
い
が
、
政
治

の
仕
事
の
一
つ
は
世
の
変
動
に
際
し
て
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
者
が
共
有
し

う
る
物
語
」
を
想
像
な
い
し
創
造
し
普
及
さ
せ
、
一
種
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

「
事
実
と
し
て
定
着
さ
せ
る
」
こ
と
に
あ
る
と
編
者
・
冨
樫
は
言
う
。
こ
の

言
明
は
、
坂
下
の
第
一
章
「
名
誉
革
命
史
と
「
言
説
空
間
」
の
位
置
」
や
武

田
の
第
七
章
「
名
誉
革
命
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
言
説
空
間
」
と
と
も
に
、
往
々

に
し
て
保
守
的
革
命
と
呼
ば
れ
が
ち
な
こ
の
革
命
の
性
格
を
む
し
ろ
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
対
立
が
前
景
化
し
た
「
近
代
的
」 （
ピ
ン
カ
ス
）
な
そ
れ
に
読
み
直
し
つ

つ
、
革
命
が
決
定
的
分
裂
を
生
ま
な
い
ま
ま
歴
史
的
画
期
と
し
て
成
立
し
え

た
理
由
を
政
治
と
文
学
の
双
方
向
的
あ
る
い
は
相
互
的
作
用
を
跡
づ
け
て
い

く
中
で
解
き
明
か
そ
う
と
い
う
、
本
書
全
体
を
貫
く
企
図
の
存
在
を
雄
弁
に

物
語
る
。
 

 
曽
村
の
第
二
章
「
柔
和
な
ア
ン
グ
リ
カ
ン
と
名
誉
革
命
」
は
保
守
ア
ン
グ

リ
カ
ン
の
中
道
思
想
が
持
つ
包
括
性
を
強
調
し
た
。
包
括
と
は
対
立
す
る
立

場
の
中
和
で
あ
り
、
西
山
の
第
五
章
「
マ
シ
ュ
ー
・
プ
ラ
イ
ア
ー
造
反
の
理
」

が
説
く
よ
う
に
、
そ
れ
は
各
立
場
の
「
相
対
化
」
と
換
言
で
き
る
だ
ろ
う
。

冨
樫
に
よ
る
第
三
章
「
革
命
が
お
き
た
ら
お
し
ま
い
だ
」
は
権
威
へ
の
従
順

を
説
い
て
武
力
征
服
を
嫌
悪
し
た
ド
ラ
イ
デ
ン
の
嘆
息
を
表
題
に
掲
げ
る
。

当
初
、
勝
て
ば
官
軍
の
ご
と
く
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
一
挙
手
一
投
足
に
神
意
を
見

た
革
命
の
過
渡
的
言
説
は
、
革
命
後
に
ど
う
変
わ
っ
た
か
。
 

 
第
四
章
「
舞
台
の
上
の
名
誉
革
命
」 （
佐
々
木
）
と
第
六
章
「
日
和
見
主
義
の

政
治
言
説
と
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
探
る
」
（
中
島
）
の
叙
述
の
鍵
と
な
る
の
は

「
古
来
の
国
制
」
論
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
民
権
派
の
急
進
的
武
器
と
し
て

も
国
王
と
貴
族
と
庶
民
の
均
衡
を
保
守
す
る
防
具
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
が
、

現
実
は
つ
ね
に
理
論
自
体
を
超
え
る
。
ロ
ッ
ク
の
社
会
契
約
論
と
て
例
外
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
現
実
の
革
命
の
具
体

的
過
程
に
「
遡
及
的
」 （
佐
々
木
）
な
い
し
「
事
後
的
」 （
武
田
）
な
理
由
づ
け
を

施
し
、
時
間
差
を
介
し
て
神
意
＝
偶
然
と
民
意
＝
必
然
を
総
合
す
る
正
統
な

歴
史
物
語
を
創
作
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
こ
の
創
作
に
成
功
し
て
革
命
の
過
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渡
的
言
説
に
終
止
符
を
打
っ
た
人
物
が
「
イ
ギ
リ
ス
小
説
の
父
」
デ
フ
ォ
ー
 

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
 

 
最
後
に
、
叙
述
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
に
留
ま
る
点
を
本
書
の
課
題
と
し
 

て
挙
げ
て
お
き
た
い
。
本
書
に
も
た
び
た
び
登
場
す
る
思
想
史
学
の
泰
斗
ポ
 

ー
コ
ッ
ク
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
近
代
を
「
保
守
的
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
 

含
意
は
広
く
他
地
域
に
目
配
り
す
る
こ
と
で
く
み
取
る
し
か
な
い
。
 

（
林
 
直
樹
）
 

 


